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学びのみちしるべ
保育学食マネジメント学

大学での学びの中身と、その学問が社会でどう
役立つのかを大学の先生が解説。進路選択の
みちしるべとなるよう、高校での学びがその学問
にどうつながるのかもお聞きしました。

取材・文／いのうえりえ
イラスト／桔川 伸学問の魅力  や高校との  学びのつながり  をひもとく

第17回

　これまで「食」というと栄養学、農学からのアプローチが多かったのですが、それだけでは
解決できない課題が数多くあります。そこで、「食」を科学やビジネス、社会とのつながりから
多面的にとらえ、総合的に学ぶのが食マネジメント学です。
　私の専門は食品流通、マーケティングです。食品スーパー、コンビニエンスストア、外食・
中食産業を研究フィールドとして、「経営」と「栄養」という2方向から「食」に関わるさまざま
な課題を解決するための研究を進めています。
　今、日本の人口減少は著しく、過疎化によって食品スーパーが撤退してしまう地域も多
く、そこで暮らす人々の食生活に大きな影響を与えています。かといって新しいスーパーが
できたら良いわけではありません。その土地の人々のライフスタイルに合った食品の購入
方法、買い物に行く交通手段を考えてまちづくりを推進する必要があります。また、労働力
不足に対応するため、省人化が進められています。
　その成功例のひとつが回転寿司と言えるでしょう。新型コロナウイルス感染拡大前のデ
ータになってしまいますが、高級寿司、持ち帰り寿司、宅配寿司の市場規模は縮小してい
ましたが、回転寿司だけは年々増加していました。
　ただ、スーパーのセルフレジや無人コンビニなども確かに増えつつありますが、一方で生
産者と消費者がつながるマルシェや軽トラ市が開催されるなど、人間味あふれるサービスも
支持されています。どんなに省人化が進んでも、私たちには人間味の感じられるカジュアル
コミュニケーションも必要だというわけです。
 「食」は体の健康維持のためのものでもありま
すが、人間の心を潤すためのものだと私は思い
ます。栄養学だけでは解決できない課題の
数 を々経済流通、食文化などの側面から日々
研究し、最終的には食生活・健康を主軸とした
総合的なまちづくりをしたいと考えています。

「食」というものを知識として体系的に学び、
広い視点でとらえ社会へ貢献するための学問

この学問の内容、面白さは？Q

A

　保育学とはまず「人間とは何か」「子どもとは何か」「人はどうやって人になっていくの
か」といった根源的なことを学ぶ学問です。その基盤への理解が深まったところで幼児
教育施設の役割や、そこで子どもたちと過ごすうえでどんな環境、どんな援助が必要か
も学びます。一人ひとりの子どもが社会や周囲の大人との関わりのなかでどう育ってい
くのかを追求していくことで、社会全体を理解することにもなります。
　私は幼稚園で長く働いてきました。そこでの経験を生かし、現在、次の3つを研究テー
マにしています。ひとつは認定こども園です。こども園とは幼稚園と保育園を合体させた
施設。2016年4月、文京区とお茶の水女子大学が協力して設立したこども園の園長
になり、昨年まで勤めていましたが今はアドバイザーとして関わっています。よりよい保育
の形を実現するうえで大きな可能性を秘めていると考え、こども園での取組をさまざまな
形で発信し続けています。2つめは、幼児の「やりたい！」が発揮される環境のあり方に
ついての研究です。子どもには自ら育とうとする心があります。0～2歳児の場合、その
子が動こうとしたり、何かをやろうとする気持ちをとらえながら、いろいろなことをより感じら
れる環境づくりが大切。また、3～5歳児は興味の追求ができ、かつ自然環境が必要に
なってきます。そうしたことを踏まえ保育者としてどのような援助をすればいいのかを考
え、実践しています。3つめは「創る」が身近にある生活が子どもにもたらす影響につい
てです。保育園、幼稚園、こども園という園内で多様な大人に出会う機会があれば、子
どもたちは今以上に大きなものを得られるのではないか。特にモノの作り手が園内にい
ることでその先で踏み出していく“社会”というものを身近に感じる第一歩になるのでは
ないかと考え、今熱心に取り組んでいるところです。
　保育学はとても実践に近いのが私には魅力的です。子どもに寄り添いながら、小さな
変化や行動の意味を感じ取り、保育者としてできることを考え続けることが保育学の一
番の面白さです。

人間とは何か、子どもとは何かを
子どもと接しながら考える。とても実践に近い研究

この学問の内容、面白さは？Q

A

 「人生にいらないピースはひとつもない」が私の持論です。高校で学んだこと、経験したこ
とがすべてつながっていきます。ですから何でも経験しておいてください。「あの時、やってい
たら」「やっておけば」という「たられば」が一番良くありません。ダメならダメでいいので、やり
たいと思ったことはやって、答えを出すことを心がけてください。
　逆から物事を考えるのもおすすめです。「病気になってもなぜ薬を飲むと治るんだろう」と
か、疑問をもつとおのずと学びたくなると思いますよ。それと、食マネジメント学を学ぶなら、
食べることが好きなことも必要条件ですね。

高校で学んだこと、経験したことすべてがつながる。
「たられば」を避けて何でも経験しておこう。A

高校の科目とのつながりは？Q

　誰もが健康になりたいと願っていますが、実際には生活習慣病は増えています。「栄養
バランスの良い食事を食べなさい」と言われても、個人レベルでそれを実行するのはなかな
か難しいものです。そこである会社の社員食堂で「定食のサラダは1回盛り放題」という 
“仕掛け”をしたところ、サラダバーの購入量が、グラム売りに比べて約1，5倍も増えました。
品揃えや出し方にひと工夫を加えることで人の行動を変えることができたわけです。このよ
うに限られたやり方、限られた情報のなかで判断するとこぼれ落ちてしまう課題がたくさんあ
ります。それらを解決するために必要な新たな視点、新たな発想での“仕掛け”力を、食マネ
ジメント学での学びを通して身につけることができます。また、食マネジメント学で培った幅
広い視点や物事を多面的にとらえる力は食の分野だけでなく、ありとあらゆる社会課題の
解決にも役立ちます。

幅広い視点や物事を多面的にとらえる力が
社会課題の解決に役立つA

社会でどのように役立つ？Q

保育の仕事だけでなく、保育学で身につけた
子どもへの眼差しはどんな仕事にも必要

　もちろん幼稚園教諭、保育士など保育者としての仕事に直結します。子どものための
仕事に就きたい人にとって必要な学問です。ただ、個人的には保育学を学んだ人が多種
多様な分野で活躍してほしいと思います。子どもに対する眼差し、寛容度が備わるからで
す。そういう大人が増えることで社会もより豊かになります。決して子育て中の親を優遇し
ようといったことではありません。あくまで「子どもって好奇心の塊だよね」とか、「自由に選
べるものがあるとイキイキする。逆に制限されるとストレスが溜まりやすく混乱する」といっ
た子どもの特性がわかっていると、例えば、企業で子ども向けのサービスを考えたり、地域
でまちづくりを行ううえでも今までにないアイデアを生み出すことができると思います。

A

社会でどのように役立つ？Q

オススメ
BOOK

『RANGE（レンジ）　知識
の「幅」が最強の武器にな
る』（デイビッド・エプスタイ
ン著・日経BP社）。超専門
家になるよりも、知識の幅
を広げることが食マネジメン
ト学には大切。

　学業はもちろん大切ですが、音楽、絵を描くこと、ダンスなど何でもいいので夢中にな
るものを見つけてそのことにしっかり取り組んでほしいですね。何かに夢中になる感覚は
子どもを理解したり、保育を考えたりするのに
非常に近いものがあるからです。私見です
が、好きなことがある人は保育者として伸びて
いく気がしています。また、保育士、幼稚園教
諭など保育者の仕事はさまざまな人間関係の
なかで進めていくものなので、人と協力し合う
力も大事です。

何かに夢中になったという経験が
子どもを理解し、保育を考えることに役立つA

高校の科目とのつながりは？Q

オススメ
BOOK

『遊びが学びに欠かせな
いわけー自立した学び手を
育てる』（ピーター・グレイ
著　築地書館）。よく遊ぶ
人は思考が柔軟でより豊
かな学びへと到達できるこ
とを教えてくれる。


